
令和８年度一般会計補正予算（第１号）議 案
第３４号

新栄学習等供用施設の空調機器実施設計 337万円

冨士保育園空調機器のリース 737万円

Q

A

故障した空調機器の使用年数などは。
故障原因と今後の対応は。

平成17年度に設置し、使用年数は20
年である。故障要因は、機器の経年劣
化によるものと考えている。　
今後も故障が発生した場合は、随時
修繕を行うことを基本とする。
古いもので修繕ができないものは順
次更新していくことを検討していきた
い。

Q

A

空調機器の更新をリースとした理由は。

購入とリースの両面から検討した。
機器の調達時期や設置時期、費用な
どを比較した結果、リース方式を採用
した。
今後は施設の方向性を踏まえなが
ら、設備更新の方法について検討して
いく。

Q

A 2月16日に異常停止し、翌日の点検で
室外機の不具合と判明した。
修理部品の供給が終了しており、修
繕による継続使用が困難な状況であ
った。そのため、代替手法の検討や現
地調査、保育をしながらの施工調整な
どを進めた結果、この時期での提出
となった。

空調機器の故障はいつ把握したか。
なぜ、5月の補正予算提出なのか。
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